
仕
事
を
休
ま
ず
、
定
年
ま
で
働
き
続
け
て
い
く

た
め
に
、
ど
ん
な
病
気
の
予
防
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
ら
が
行
っ
た
「
大
企
業
病
休
実
態
調
査
」

2
． 

働
け
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
の
は

『
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
』と『
が
ん
』

日
本
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お

り
、
二
〇
二
〇
年
の
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
歳
か

ら
六
四
歳
ま
で
）
は
七
五
〇
九
万
人
に
対
し
て
、

二
〇
六
〇
年
に
は
四
七
九
三
万
人
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
就
労
世
代
の
人
口
が
激
減

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
ま
す
ま
す
、
女
性
、
シ
ニ
ア
、
外
国
人

が
働
か
な
い
と
成
り
立
た
な
い
社
会
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
日
本
は
、
①
定
年
年
齢
の
引
上
げ
に
よ

る
が
ん
な
ど
の
病
気
を
治
療
し
な
が
ら
働
く
シ
ニ

ア
の
労
働
者
の
増
加
、
②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
増
加
、
③
医
療
の
進
歩
に
よ
る
が
ん
・
脳
卒
中

等
の
生
命
予
後
の
改
善
、
職
場
復
帰
で
き
る
患
者

等
の
増
加
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

人
は
生
き
て
い
る
中
で
必
ず
病
に
な
り
、
老
い

て
い
き
ま
す
。病
や
老
い
と
共
に
生
き
働
く
こ

と
、
つ
ま
り
治
療
と
仕
事
の
両
立
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
社
会
の
必
須
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

1
． 『
病
』
と
『
老
い
』
と
共
に
働
く
日
本

社
会

治
療
と
仕
事
の
両
立

～
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
、「
病
」と「
老
い
」と
共
に
生
き
る
～

に
よ
る
と
、
医
師
か
ら
の
診
断
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
病
休
に
至
っ
た
原
因
疾
患
（『
働
け
な
く
な

る
リ
ス
ク
』）
の
第
一
位
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
」、
第
二
位
が
「
が
ん
」、
第
三
位
が
「
脳
卒

中
」、
第
四
位
が
「
心
筋
梗
塞
」、
第
五
位
が
ほ
ぼ

同
じ
確
率
で
「
腰
痛
」
と
「
け
が
等
」
で
し
た
。

つ
ま
り
、
仕
事
を
休
ま
ず
、
定
年
ま
で
働
き
続
け

る
た
め
に
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
と
が
ん
予

防
が
重
要
と
言
え
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

に
よ
る
病
休
の
平
均
年
齢
は
四
一
・
四
歳
、
が
ん

が
五
一
・
七
歳
。
脳
卒
中
が
五
二
・
〇
歳
。
つ
ま

り
、
現
役
世
代
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
に
注
意

寄
　
稿

一
般
社
団
法
人
東
京
産
業
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
　
所
長
　
遠
藤
源
樹

日本の年代別人口の推移図１

『働けなくなるリスク』が高い疾患図２

『働けなくなるリスク』が高い疾患
（大企業病休実態調査研究 遠藤源樹ら）

第１位 メンタルヘルス不調
約 人の組織：毎年 人、メンタルヘルス不調による病休

第２位 がん
約 人の組織 毎年 人、がんによる病休
約 人の組織 年に 人、がんによる病休
第３位 脳卒中
約 人の組織：毎年 人、脳卒中による病休
社員が、仕事を休まず、定年退職まで、ずっと働いていくためには、
メンタルヘルス維持とがん予防が最も重要。

出典「令和４年度　情報通信白書」（総務省）
h t tps : / /www.soumu.go . jp / joho tsus in toke i /
whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html

07 人事院月報　No.902

人事院902_007-011_健康週間_体_4c_2019.indd   7 2024/09/24   10:45



し
な
が
ら
仕
事
を
し
、
健
康
診
断
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
が
ん
や
脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
疾
患
を

予
防
す
る
た
め
に
、
少
し
ず
つ
生
活
習
慣
の
改
善

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

『
一
次
予
防
』
は
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
カ
ム
は
罹
患

率
の
低
下
、
つ
ま
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者

を
減
ら
す
、
大
腸
が
ん
に
な
る
人
を
減
ら
す
な
ど

に
な
り
ま
す
。
健
康
教
育
を
受
け
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
維
持
や
が
ん
予
防
の
知
識
を
学

び
、
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
で
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
一

次
予
防
に
な
り
ま
す
。

が
ん
は
、
年
間
一
〇
〇
万
人
以
上

が
診
断
さ
れ
、
一
生
涯
の
中
で
、
日

本
人
男
性
の
三
人
に
二
人
、
女
性
の

二
人
に
一
人
が
罹
患
す
る
病
気
で
あ

り
、
が
ん
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
身

近
な
病
気
で
、
い
つ
、
誰
が
な
っ
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

五
五
歳
ま
で
は
女
性
の
方
が
男
性
よ

り
が
ん
に
な
る
確
率
が
高
い
こ
と
が

知
ら
れ
、
女
性
の
が
ん
の
約
半
数
が

乳
が
ん
で
す
。

3
． 

病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

（
一
次
予
防
）

日
本
人
の
が
ん
の
半
分
以
上
は
原
因
不
明
で
す

が
、
今
ま
で
の
多
く
の
医
学
研
究
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
が
ん
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
（
危
険
因
子
：
が

ん
に
な
り
や
す
く
な
る
リ
ス
ク
を
上
げ
る
因
子
）

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
禁
煙
」「
節
酒
」「
食
生

活
」「
身
体
活
動
」「
適
正
体
重
の
維
持
」
な
ど
の

生
活
習
慣
の
改
善
、
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
が
ん
に
な
る
確
率
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
や
糖
尿
病
な
ど
の
循
環
器

疾
患
の
多
く
は
、「
禁
煙
」「
節
酒
」「
食
生
活

（
減
塩
・
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
・
脂
肪
等
を
減

ら
す
な
ど
）」「
身
体
活
動
」「
適
正
体
重
の
維
持
」

に
努
め
る
こ
と
で
、
予
防
す
る
こ
と
が
十
分
に
可

能
で
す
。

『
二
次
予
防
』
は
、
病
気
を
で
き
る
限
り
早
く

見
つ
け
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
っ
て
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
で
、

具
体
的
に
は
、健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
す
。

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
循
環

4
． 

早
期
発
見
・
早
期
治
療
（
二
次
予
防
）

がんの年代別罹患率図３

4

がん

がんのリスクファクター図４

日本人のがんの半分以上は原因不明ですが、今までの多くの医学研究で、それぞれのがんのリス

クファクター（危険因子：がんになりやすくなるリスクをあげる因子）が知られています。「禁

煙」「節酒」「食生活」「身体活動」「適正体重の維持」などの生活習慣の改善、ピロリ菌除菌、子

宮頸がん予防ワクチン接種でがんになる確率を下げることができるのです。

（図５ がんのリスクファクター）

脳卒中や心筋梗塞や糖尿病などの循環器疾患の多くは、「禁煙」「節酒」「食生活（減塩・適正な

カロリー摂取・脂肪等を減らすなど）」「身体活動」「適正体重の維持」に努めることで、予防する

ことが十分に可能です。 
 

４．早期発見・早期治療（ 次予防）

『 次予防』は、病気をできる限り早く見つけることが主目的であり、早期発見・早期治療に

よって、重症化を防ぐことで、具体的には、健康診断や人間ドック等です。

高血圧や糖尿病、脂質異常症などの循環器疾患は、毎年の健康診断で経過をみることができる

ので、健康診断を受けっぱなしにせず、健康診断の結果を必ず確認して、要受診と指示があった

場合は直ぐに医療機関を受診するとともに、生活習慣をできる限り改善することが望ましいでし

ょう。例えば、健康診断で血圧が 以上の場合は、①自宅で血圧を毎日測定後に手帳やカ

レンダーなどへの記録を開始して、②生活習慣を改善（十分な睡眠を確保しているか、酒を飲み

すぎているなら節酒を心掛け、減塩を心掛けるなど）、③直ぐに医療機関を受診するとともに、医

師の指示に従うことが何より重要です。

循環器疾患・糖尿病とがんの予防の違い図５

脳
卒
中
等

が
ん

『循環器疾患（脳卒中・心筋梗塞等）・糖尿病』と『がん』
血圧が高め
血糖値が高め

が高め
中性脂肪が高め
多量飲酒
喫煙

高血圧症
糖尿病
脂質異常症等

脳卒中
心筋梗塞
透析
失明

壊疽（えそ）

がん

がん腫 危険因子 予防因子

咽頭・喉頭がん 喫煙、飲酒、熱い飲食物 禁煙、野菜や果物

食道がん 喫煙、飲酒、熱い飲食物、肥満、逆流
性食道炎

禁煙、節酒、野菜や果
物

胃がん 塩分の摂りすぎ、ヘリコバクター・ピロリ菌、
喫煙

禁煙、野菜や果物

大腸がん 肥満加工肉、赤肉（牛、豚、羊）、
飲酒、喫煙

運動、食物繊維

肝臓がん 肝炎ウイルスの持続感染、喫煙、飲酒 ウイルス肝炎予防、禁
煙、節酒

肺がん 喫煙、受動喫煙 禁煙

乳がん 飲酒、ピル、ホルモン補充療法 運動、節酒

子宮頸がん ヒトパピローマウイルス感染、喫煙 禁煙

生活習慣や感染症で
がんリスク増

？ がんの約半数は原因不明

がん予防は
早期発見・
早期治療が重要

健康診断で重症化予防

『治療と就労の両立支援ガイダンス（遠藤源樹単著・労務行政研究所）』より
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器
疾
患
は
、
毎
年
の
健
康
診
断
で
経
過
を
診
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
健
康
診
断
を
受
け
っ
ぱ
な
し

に
せ
ず
、
健
康
診
断
の
結
果
を
必
ず
確
認
し
て
、

要
受
診
と
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
を
で
き
る

限
り
改
善
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
健
康
診
断
で
血
圧
が
一
六
〇
／
一
一
〇
以

上
の
場
合
は
、
①
自
宅
で
血
圧
を
毎
日
測
定
後
に

手
帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
へ
の
記
録
を
開
始
し

て
、
②
生
活
習
慣
を
改
善
（
十
分
な
睡
眠
を
確
保

し
て
い
る
か
、
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
い
る
な
ら
節
酒

を
心
掛
け
、
減
塩
を
心
掛
け
る
な
ど
）、
③
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、
医
師
の
指

示
に
従
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

一
方
、
が
ん
は
少
々
進
行
し
て
も
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
く
、
症
状
が
出
る
前
に
が
ん
を
見
つ
け

る
「
が
ん
検
診
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
が
ん
特

有
の
症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
血
便
、
血
尿
、

血
痰
と
い
っ
た
異
常
が
続
く
場
合
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
国
が
推
奨
し
て
い

る
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
て
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

が
ん
・
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
で
療
養
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
職
場
と
し
て
一
番
重
要
な
こ
と
は

『
離
職
さ
せ
な
い
こ
と
』
で
す
。
が
ん
や
難
病
な

ど
の
病
気
を
診
断
さ
れ
る
と
頭
の
中
が
真
っ
白
に

な
り
、
突
然
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
く
職
場
の
人
事
労
務
担
当
に
相
談
し

て
、
病
気
休
暇
制
度
や
身
分
保
障
期
間
（
い
つ
ま

で
職
場
に
籍
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
か
）
を
確
認

し
て
、
主
治
医
に
「
療
養
が
必
要
」
と
記
載
さ
れ

た
診
断
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
職
場
に
提
出
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
職
場
は
、
本
人
に
心
か
ら
の

お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
伝
え
て
、
治
療
に
専
念
で

き
る
制
度
等
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

本
人
・
家
族
等
の
連
絡
先
を
確
認
し
て
、
主
治
医

5
． 

治
療
と
仕
事
の
両
立
（
三
次
予
防
）

が
「
復
職
可
能
」
と
診
断
書
が
発
行
さ
れ
る
ま
で

待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
治
療
と
仕
事
の
両
立
に

お
い
て
、
職
場
で
最
も
重
要
に
な
る
の
が
﹁
労
務

上
、
知
り
得
た
そ
の
職
員
の
健
康
情
報
等
（
病
名
、

治
療
経
過
や
家
族
な
ど
）
に
つ
い
て
、
そ
の
職
員

と
労
務
上
で
関
係
の
な
い
職
員
（
例
：
他
部
署

等
）
に
漏
ら
さ
な
い
﹃
守
秘
義
務
﹄
を
守
る
こ
と
﹂

で
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
本
人
へ
の
心
理
的
な
負

荷
に
な
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
内
外
で
の
、
不
適

切
な
健
康
情
報
の
漏
洩
を
厳
に
慎
み
ま
し
ょ
う
。

次
に
復
職
時
の
注
意
点
で
す
。
主
治
医
か
ら

「
復
職
可
能
」
の
診
断
書
が
発
行
さ
れ
て
職
場
に

提
出
さ
れ
た
場
合
、
①
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障

を
来
す
症
状
が
な
い
こ
と
（
例
：
睡
眠
・
精
神
状

態
や
症
状
等
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
）、
②
本

人
に
就
労
意
欲
が
十
分
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
は
、

図
7
の
二
段
目
に
あ
り
ま
す
③
就
労
に
必
要
な
労

働
等
が
持
続
的
に
可
能
か
ど
う
か
（
例
：
も
と
も

と
の
気
力
・
体
力
・
集
中
力
・
思
考
力
な
ど
が
七

〇
％
以
上
あ
る
）
や
、
④
職
場
が
受
入
れ
可
能
か

ど
う
か
（
例
：
残
業
制
限
な
ど
の
職
場
で
の
配
慮

が
あ
る
）
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
復
職
判
定
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

復
職
直
後
は
、「
座
り
仕
事
」「
誰
か
の
仕
事
を

手
伝
う
仕
事
（
サ
ブ
的
な
業
務
）」
が
望
ま
し
く
、

時
間
外
労
働
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
テ
レ
ワ
ー
ク

推奨されているがん検診図６

推奨されているがん検診
対象
臓器

推奨されている
検診方法

対象と適切な
受診間隔

胃 胃X線
胃内視鏡検査

50歳以上の男女
2年に1回
（当分、胃X線は40歳1年1回も可）

子宮頸部 細胞診 20歳以上の女性
2年に1回

乳房 マンモグラフィ 40歳以上の女性
2年に1回

肺 胸部X線（喫煙者
は喀痰検査も）

40歳以上の男女
年に1回

大腸 便潜血検査 40歳以上の男女
年に1回

国立がん研究センターがん情報サービスより改変引用国立がん研究センターがん情報サービスより改変引用　https://ganjoho.jp/public/pre_scr/screening/about_scr.html
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な
ど
を
活
用
す
る
な
ど
、
復
職
日
か
ら
一
年
間
、

本
人
の
気
力
・
体
力
等
に
合
わ
せ
た
配
慮
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。
一
方
、
職
場
は
、
病
院
や
リ
ハ

ビ
リ
施
設
で
は
な
く
「
仕
事
を
す
る
場
」
で
あ

り
、
復
職
時
に
、
職
場
で
「
配
慮
で
き
る
こ
と
」

と
「
配
慮
が
難
し
い
こ
と
」
を
区
別
・
整
理
し

て
、
職
場
の
中
で
利
害
関
係
を
調
整
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
本
人
に
は
、
職
場
で
で
き
る
範
囲
内

で
の
配
慮
を
行
い
な
が
ら
、
健
康
情
報
の
「
守
秘

義
務
」
を
遵
守
し
、
定
期
的
に
上
司
と
本
人
が
面

談
す
る
な
ど
し
て
、
職
場
で
で
き
る
範
囲
内
で
の

配
慮
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

「
治
療
と
仕
事
の
両
立
」
を
難
し
く
感

じ
る
の
は
、
医
学
的
知
識
や
医
療
の
こ
と

が
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
治

療
と
仕
事
の
両
立
で
押
さ
え
る
べ
き
概
念

と
し
て
、『
事
例
性
』
と
『
疾
病
性
』
が

あ
り
ま
す
。

『
事
例
性
』
と
は
、
業
務
を
遂
行
す
る

上
で
支
障
と
な
る
客
観
的
事
象
の
こ
と

で
、「
一
日
に
一
〇
回
ほ
ど
、
ト
イ
レ
で

離
席
す
る
」「
毎
月
三
日
以
上
の
突
発
休

を
認
め
る
」
な
ど
、
通
常
の
業
務
管
理
上

の
「
日
頃
か
ら
の
ず
れ
」
に
関
す
る
事
項

で
す
。『
疾
病
性
』
と
は
疾
病
、
症
状
等

の
こ
と
で
、「
下
痢
」「
食
欲
が
ほ
と
ん
ど

な
い
」
等
に
な
り
ま
す
。

職
場
と
し
て
、『
事
例
性
』
を
ベ
ー
ス
に
服
務

管
理
・
配
慮
等
の
対
応
を
行
い
、『
疾
病
性
』
に

関
し
て
は
、
主
治
医
や
産
業
医
等
に
意
見
を
求
め

（「
ボ
ー
ル
」
を
投
げ
）、
医
療
職
か
ら
意
見
書
等

で
意
見
を
収
集
（「
ボ
ー
ル
」
を
返
し
て
も
ら
う
）

し
た
後
に
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、「
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
」
の

基
本
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、「
事
例
性
」と「
疾
病
性
」を
区
別
・

整
理
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

し
か
し
、
医
療
機
関
の
『
言
語
』
は
『
疾
病

性
』、
職
場
の
『
言
語
』
は
『
事
例
性
』
を
主
と

し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
病
名
：
大
腸

が
ん
。
下
痢
、
倦
怠(

け
ん
た
い)

感
等
を
認
め
る

が
、
一
定
の
配
慮
の
下
、
就
労
可
能
で
あ
る
」
と

診
断
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
、
職
場
側
は
何

を
配
慮
す
べ
き
か
困
惑
す
る
場
合
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
一
日
五
〜
一
〇
回
ほ
ど
、
ト
イ
レ
の

た
め
に
離
席
の
可
能
性
あ
り
。
座
り
作
業
や
サ
ブ

的
な
業
務
で
あ
れ
ば
就
労
は
可
能
」
な
ど
の
よ
う

に
、
具
体
的
に
『
事
例
性
の
言
葉
』
に
『
翻
訳
』

す
る
と
職
場
で
の
配
慮
事
項
が
具
体
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
疾
患
別
で
み
る
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

両立のポイント図８

両 立 の ポ イ ン ト 応

□望ましいのは「座り仕事」「サブ的な業務」
☞気力・体力を消耗させる作業を避けるのが望ましい

□時間外労働はできる限り少なくする
□フルタイム勤務が難しい場合は時短勤務等を検討
□テレワークの積極的な活用、追加の休憩等
□健康管理医との面談を定期的に受けさせ、健康管
理医の意見をベースに対応することが望ましい

このような配慮を、復職後１年間、実施することが望ましい
『治療と就労の両立支援ガイダンス（遠藤源樹著・労務行政）』より

職場としての対応図９

職 場 と し て の 対 応

本人に伝えたいこと
□「安定した勤務が一番」（頑張りすぎない、無理しすぎないように）
□「定期的に主治医の診察を受けるように」
□「言える範囲内で、配慮してほしいことを伝えてほしい」
重要事項

□健康情報の守秘義務を守る（他部署等に漏らさない）
□職場内でのハラスメント行為を撲滅する
□直属の上司は、本人と定期的に面談を行う
□突発休を認めた場合（特に、３日以上）、速やかに総務
人事労務担当・健康管理医等と情報共有を図る

『治療と就労の両立支援ガイダンス（遠藤源樹著・労務行政）』より

復職・就労継続するための4つの要素図７

働くことができるレベル
④職場が受入れ可能【職場の許容・調整】
③就業に必要な労働等が持続的に可能

【就業能力（気力・体力が ％以上、集中力等】
②就労意欲が十分にある【就労意欲】

日常生活が『普通に』できるレベル
①日常生活に大きな支障を来す症状がない【症状等が安定】
（疲労、疼痛等の症状の有無、睡眠、メンタルへルス等）

復職・就労継続するための４つの要素
①日常生活に大きな支障を来す症状がない 【症状等が安定】
②就労意欲が十分にある 【就労意欲】
③就労に必要な労働等が持続的に可能である【気力・体力・集中力等】
④職場が受入れ可能である 【職場の許容・調整】

１段目

２段目

『がん治療と就労の両立支援 実務ガイド （遠藤源樹著・日本法令）』より
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不
調
が
復
職
後
最
も
再
発
率
（
復
職
日
か
ら
五
年

間
で
四
七
・
一
％
）
が
高
い
の
で
す
が
、
が
ん
、

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
で
復
職
後
も
、
職
場
で

一
定
の
配
慮
が
あ
れ
ば
五
〇
％
以
上
が
就
労
継
続

で
き
て
い
ま
し
た
。

が
ん
は
、
特
に
他
者
か
ら
気
付
き
に
く
い
症
状

（Invisible sym
ptom

s: 

隠
れ
た
症
状
）
で

あ
る
①
体
力
低
下
・
疲
労
②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
③
痛
み
（
頭
痛
・
腰
痛
な
ど
）
に
注
意
が
必
要

で
す
。
特
に
体
力
低
下
（
学
術
的
に
はC

ancer-
related fatigue: C

RF

）
は
、
が
ん
患
者
が
働

く
上
で
一
番
苦
し
い
症
状
で
あ
り
、白
血
病
な
ど
、

体
の
負
担
が
大
き
い
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
を
受

け
る
と
体
力
低
下
を
来
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、就
労
継
続
の
「
鍵
」
は
、

就
労
に
耐
え
得
る
体
力
を
ど
の
よ
う
に
回
復
・
維

持
し
て
い
く
か
で
す
の
で
、
質
の
良
い
睡
眠
、
栄

養
の
あ
る
食
事
、
積
極
的
に
運
動
す
る
な
ど
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
が

ん
患
者
さ
ん
の
約
三
〇
〜
五
〇
％
が
睡
眠
障
害
を

認
め
て
お
り(

特
に
中
途
覚
醒
が
多
い)

、
メ
ン
タ

ル
へ
ル
ス
の
維
持
も
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
復
職
後
、
脳
卒
中
の
再
発
の
み
な

ら
ず
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
や
骨
折
（
通
勤
途

上
や
自
宅
等
に
て
転
倒
に
よ
る
）
に
注
意
が
必
要

で
あ
り
、
夕
方
以
降
、
気
力
・
体
力
・
集
中
力
な

ど
が
低
下
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、
復
職
直

後
は
短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務
な
ど
が
活
用
で
き

る
と
両
立
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

今
後
、
定
年
退
職
の
年
齢
が
六
五
歳
か
ら
更
な

る
高
年
齢
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
現
代

に
お
い
て
、
年
齢
と
共
に
『
病
』
や
『
老
い
』
と

と
も
に
働
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
方
が
増
え
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
四
〇
代
以
降
、
が
ん
や

脳
卒
中
・
心
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
な
ど
の
内
科
疾

患
を
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ス
ク
は
高
ま

り
ま
す
。
体
力
の
衰
え
、
更
年
期
障
害
な
ど
に
よ

る
症
状
（
疲
れ
や
す
さ
、
睡
眠
が
浅
く
な
る
、
ほ

て
り
や
浮
腫
み
、
尿
が
近
く
な
る
、
イ
ラ
イ
ラ
な

ど
の
精
神
症
状
な
ど
）、
老
眼
や
白
内
障
・
緑
内

障
な
ど
の
眼
科
的
な
症
状
、
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど

の
整
形
外
科
的
な
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
働
く
こ
と
が
で
き
る
健
康
を

保
つ
た
め
に
も
、
①
毎
日
の
生
活
習
慣
を
改
善

（「
七
時
間
以
上
の
よ
り
良
い
睡
眠
」「
禁
煙
」

「
節
酒
」「
食
生
活
（
減
塩
・
適
正
な
カ
ロ
リ
ー

な
ど
）」「
身
体
活
動
」「
適
正
体
重
の
維
持
」
に

努
め
て
、
②
健
康
診
断
な
ど
で
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
心
掛
け
て
、
③
『
病
』
と
『
老
い
』
と
と

も
に
『
人
生
一
〇
〇
年
時
代
』
を
み
ん
な
で
生
き

抜
い
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
こ
そ
が
一
番
大
切

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
え
ん
ど
う
・
も
と
き
）

遠藤源樹
Profile

略歴：
福井県大野市出身。医師、医学博士、
労働衛生コンサルタント、産業衛生
専門医等。産業医科大学医学部を卒
業後、JR東京総合病院、NTT東日
本専属産業医、東京女子医科大学医
学部助教、順天堂大学医学部公衆衛
生学講座准教授等を経て、現職。人
事院健康専門委員、東京都がん対策
推進協議会専門委員等兼務。厚労省
「がん患者の就労継続及び職場復帰
に資する研究」等の研究代表を務め
る。主な著書に「治療と就労の両立
支援ガイダンス（遠藤源樹単著・労
務行政）」など。土屋健三郎記念・
産業医学推進賞、日本医師会医学研
究奨励賞など受賞歴多数。

疾患別の復職後の再病休率とその内訳図10

再病休率 再病休の内訳
心筋梗塞
平均年齢 歳
フルタイム復職まで 日
フルタイム復職率（ 年）
復職後 年勤務継続率 ％

復職後 年の再病休率

％
復職後 年の再病休率

％

脳卒中
平均年齢 歳
フルタイム復職まで 日
フルタイム復職率（ 年） ％
復職後 年勤務継続率 ％

復職後 年の再病休率
％

復職後 年の再病休率

％
がん
平均年齢 歳
フルタイム復職まで 日
フルタイム復職率（ 年） ％
復職後 年勤務継続率 ％

復職後 年の再病休率
％

復職後 年の再病休率

％
メンタルへルス不調
平均年齢 歳

復職後 年の再病休率

％
復職後 年の再病休率

％

脳卒中再発
メンタルヘルス不調
骨折等
その他

がん再発
メンタルヘルス不調
その他

メンタルヘルス不調
その他

再病休率

再病休率

再病休率

依願退職率

依願退職率

心疾患（約 ％）
脳卒中（約 ％）
がん（約 ％）
その他
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